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町独自で行っている小学1年生からの英語
の授業。今年度からの小中一貫教育の導入に
よって取り組みの幅が広がりました。

今月は小中の枠組みを越え、9年間を通し
て子どもを育てる小中一貫教育の全体像とね
らいを紹介します。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/office/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
令 和 元 年 10 月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－６ 小中一貫教育

７ 令和元年北海道胆振東部地震厚真町追悼式
工事のお知らせ

８－９ 復旧・復興に向けたアンケート調査
10－11 北海道胆振東部地震被災者支援情報

12 災害復旧工事
13 水道料金、下水道および浄化槽使用料の改定

14－16 お知らせ
17 国道235号ウトナイ高架橋補修工事に伴う通行止め

法務局メモ／臨時職員募集／まちのアイドル
18－19 令和元年第３回定例会
20－21 まちの話題

22 地域おこし協力隊／生活支援員だより
災害ボランティアセンターだより

23 厚高インフォメーション／将来の夢
24 防災のページ
25 健康情報
26 保健の掲示板
27 子育て支援センター

28－29 情報ひろば

９月１日～９月30日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています

ひとのうごき
令和元年９月30日現在　（　）内は前月比

人　口　4,559人（－1２）
男 2,281人　女 2,278人

世帯数　2,143世帯（－１）

明日の厚真への“愛”ことば

新
た
な
時
代
を
担
え
る

子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に

「目指す子どもの姿」を 
小学校と中学校で共有します

目指す子どもの姿を小学校と中学校で共有し、
９年間を見通して学習指導や生徒指導、発達
上の課題を考えます。

中学校の教師が小学校へ出向いて５・６年生
を中心に教科の専門性の高い授業を行います。
また、小学校の先生が中学校の授業を担当す
ることもあります。

小学生と中学生の交流学習、合同授業など中
学生がリーダーシップを発揮する場面や、中
学生の姿を通して小学生が成長の目標を持つ
機会を作ります。

「小中一貫教育」というと小学校と中学校で
校舎や敷地を供用する施設一体型のイメージ
があるかもしれませんが、小学校と中学校の
施設はそのまま使用します。

小
中
一
貫
教
育

平
成
28
年
４
月
か
ら
「
小
中
一
貫

教
育
制
度
の
導
入
に
係
る
学
校
教
育

法
」
な
ど
が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
育

９
年
間
を
小
中
が
連
携
し
て
学
ぶ
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
厚
真
地
区
と
厚
南
地
区

に
小
学
校
と
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１

校
ず
つ
あ
り
、
学
校
間
の
距
離
も
近

く
、
子
ど
も
同
士
も
身
近
な
存
在
と

い
う
利
点
を
生
か
す
た
め
、
小
中
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
今
後
は
、
発
達

段
階
や
教
育
上
の
課
題
に
応
じ
た
系

統
性
・
連
続
性
を
強
化
し
た
教
育
活

動
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
つ
な

ぐ
力
（
人
間
関
係
形
成
能
力
・
社
会

形
成
能
力
）、
拓
く
力
（
課
題
適
応

能
力
）
を
育
み
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ふ

る
さ
と
教
育
の
充
実
や
授
業
の
工
夫

改
善
、
英
語
教
育
の
推
進
」
に
も
取

り
組
み
、
９
年
間
の
中
で
子
ど
も
た

ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。

小学校と中学校の先生が
さらに連携します

学び舎は変わりません小学生と中学生の
交流の機会が増えます

厚真町の小中一貫教育

中学校の教師が６年生体育を指導
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中
学
校
教
師
が
小
学
校
へ
乗
り
入
れ
授
業

小
学
６
年
生
の
中
学
校
登
校

英
語
教
育
を
活
用
し
た
小
中
交
流

小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性

小
中
一
貫
教
育
の
可
能
性
を
生
か
す

昨
年
度
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
中
で

見
え
て
き
た
厚
真
の
子
ど
も
の
姿
や
課
題

「
新
た
な
環
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
ど
も
」
を
育
て

る
た
め
に
は
、
自
分
が
大
切
な
存
在
だ
と
認
識
す
る
自
己

有
用
感
の
育
成
と
自
分
を
語
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
育
成
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
用
で
き
る
、
教
育
課
程
の
特
例

を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
（
英
語
）
を
設
置

し
た
ほ
か
、
現
在
検
討
し
て
い
る
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
中

心
と
し
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
見
直
し
な
ど
に

よ
っ
て
「
厚
真
の
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
」「
根

拠
の
あ
る
自
信
を
身
に
つ
け
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

９
年
間
の
つ
な
が
り
の
中
で
育
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
厚
真
の
子
ど
も
た

ち
の
特
徴
と
し
て
「
素
直
で
、
前
向
き
」「
一
生
懸
命
、

言
わ
れ
た
こ
と
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
」「
他
の
町
の

子
に
比
べ
英
語
が
で
き
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
高
校
生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
方
か

ら
、
厚
真
は
「
み
ん
な
が
知
り
合
い
」
と
い
う
環
境
の
た

め
、
知
り
合
い
の
ほ
と
ん
ど
い
な
い
集
団
の
中
で
は
、
自

分
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
時
期
が
一
時
的
に
あ
る
こ
と

が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
新
た

な
環
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
子
ど
も
」
を
育
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

中
学
校
の
教
師
が
小
学
校
へ
乗
り
入

れ
て
自
身
の
専
門
教
科
の
学
習
に
つ
い

て
指
導
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
小
学
生

も
教
科
の
専
門
性
を
生
か
し
た
授
業
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
入

学
し
た
時
に
見
知
っ
た
先
生
の
い
る
安

心
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
先
生
に

と
っ
て
も
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
書
面

の
引
継
ぎ
で
は
分
か
ら
な
い
、
具
体
的

な
様
子
が
分
か
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
特
に
専
門
性
の
高
い
体
育
や

音
楽
で
試
験
的
に
実
施
し
、
先
生
や
生

徒
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
今

後
の
授
業
数
や
教
科
な
ど
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

小
学
６
年
生
が
中
学
校
へ
登
校
す

る
る
日
を
設
け
、
中
学
校
の
校
舎
で

１
日
を
過
ご
し
ま
す
。

専
門
科
目
な
ど
は
中
学
校
の
教
師

か
ら
授
業
を
受
け
、
小
学
校
教
師
が

中
心
に
な
っ
て
授
業
を
行
う
場
合

も
、
中
学
校
教
師
が
参
加
す
る
こ
と

で
、
高
い
専
門
性
を
生
か
し
た
質
の

高
い
授
業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
普
段
関
わ
る
こ
と
の
な
い
中
学

校
の
多
く
の
教
師
が
小
学
生
と
関
わ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、生
徒
会
活
動
や
部
活
動
、

中
学
生
と
の
交
流
等
の
活
動
や
、
小

学
校
の
授
業
よ
り
５
分
長
い
50
分
授

業
の
体
験
な
ど
を
通
し
て
翌
年
以
降

の
中
学
校
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

世
代
や
環
境
の
異
な
る
人
に
「
伝
え
た
い
こ

と
」
を
相
手
が
「
わ
か
る
よ
う
に
」
伝
え
る
力

を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
と
い
う
垣
根
を

越
え
て
、
小
学
５
年
生
と
中
学
３
年
生
、
小
学

６
年
生
と
中
学
１
年
生
の
英
語
で
の
交
流
授
業

を
設
け
ま
し
た
。

（上）社会科「文明開化」の学習では、２枚の写真から江
戸時代と明治時代の街並みの変化について中学校の社会
科の教師が詳しい説明を行いました。
（下）給食も中学校の校舎で食べます。

（上）小学６年生体育「サッカー：ボールになれよう」
への乗り入れを行い、パスやキックの基本指導の中で
個別指導を行いました。
（下）小学６年生体育「マット運動」での開脚前転な
どの回転系の技の説明とポイントの指導を行いました。

小学５年生は中学３年生に自
己紹介、中学３年生はそれを
聞いてアドバイス、見本の自
己紹介を行いました。

テレビ電話を活用して、小学生は取
り組んだ英語劇について、中学生は
学校行事についてを、それぞれ英語
で説明しました。

英語教育推進コーディネーター
上厚真小学校　根岸 清人 先生

厚真中学校
青山 裕 先生

上厚真小学校
大宮 貴子 先生

厚真町の小中一貫教育で行っている
取り組みを紹介します

小学校に数回行ったことで、小学生の顔が分かるようになり
ましたし、彼らにも自分のことを知ってもらえるのが良いですね。
また、小学校でどのような学習をしてきているのかが把握で

きたので、来年、６年生が中学生になった時に「去年こういう
ことをやったから今年は…」と組み立てられたらと思います。

これまで中学校登校を２回実施しましたが、中学校でとても丁寧に受け入
れていただいたので、子どもたちも中学校への登校を楽しみにしています。「中
学校にいっても大丈夫」と自分で思ったのかもしれません。50分授業も気に
ならないようですし、授業や登校時の生活など、少しずつ中学校の割合を濃
くしていこうと考えています。
教師としては、中学校の先生は専門の知識が深く、勉強になるので、今後
の指導の参考にしていきたいと思います。

中学生は、小学生に教えることで「しっかりやらなければ」と頑張っている
姿が伺えますし、小学生はその姿を見て「さすが中学生」と憧れを持つととも
に自分も将来こうならなくては、という目標を持つことができると思います。
また、普段話さない人と接する機会を多く作ることでコミュニケーション能
力を鍛えることができます。
町の英語教育に携わって７年目となりますが、外国人相手に積極的に話しか
けるなど確実に成果は出てきていると思います。
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小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
担
当
者
で
教
育
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
の
改
善
に
全
町
の
学
校
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
英
語
教
育
を
例
に
小
中
一
貫
教
育
で
の
９
年
間
を
紹
介
し
ま
す
。

厚真町の夢のある英語教育
世界へ羽ばたく厚真の児童・生徒の育成

社会の国際化・グローバル化が進む中で「夢」を持って生き抜く素地として、
義務教育を終えた段階で実践的なコミュニケーション力を中核とする英語能
力を身につけ、さまざまな場で豊かな国際性を発揮できる基礎を育成する。

橋の復旧工事により、次のとおり通行止めとなります。
ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。

上 厚 真 大 橋厚 真 大 橋

宇 隆 橋

◇片側交互通行規制
10月28日（月）までの８時～17時◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）

10月18日（金）～11月６日（水）　20日間
11月25日（月）～12月15日（日）　21日間

◇終日車両通行止め（歩行者は通行可）
12月14日（土）まで

問い合わせ　室蘭建設管理部 苫小牧出張所（☎0144-32-3171）

工事のお知らせ
大
切
な
の
は
人
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
を
小
中
で
担
う
意
識
を
持
っ
て
、
９
年
間

の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」、
社

会
に
出
て
「
役
に
立
つ
力
」
を
し
っ
か
り
と

身
に
付
け
る
教
育
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
学
校
だ
け
で
完

結
す
る
学
習
で
は
難
し
く
、
学
校
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
小
学
生
の
う
ち
か
ら
地

域
に
出
て
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
、
人
と
つ

な
が
る
練
習
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
捉

え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
９
月
19
日
の
「
上
小　
感
謝
の
日
」

で
は
、
発
表
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
り
た
く

さ
ん
の
地
域
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
経
験
で
培
わ
れ
た
自
信
と

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
は
、
将
来
子
ど
も
た
ち

が
頑
張
ろ
う
、
踏
ん
張
ろ
う
と
し
た
と
き
の

土
台
で
あ
り
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
調
べ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
課
題
を
持
っ
て
調
べ
て
、
最
終
的
に

何
ら
か
の
形
で
発
信
し
て
い
く
な
ど
学
校
が

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
１

年
が
経
過
し
た
９
月
７
日
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
令
和
元
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
町

民
、
国
や
北
海
道
な
ど
関
係
者
ら

約
６
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

宮
坂
町
長
は
式
辞
で
「
私
た
ち

は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
た

く
さ
ん
失
い
ま
し
た
が
、
厚
真
町

を
応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
と

の
新
た
な
出
会
い
が
あ
り
、
新
た

な
絆
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
真
心
に

応
え
、
遠
く
険
し
い
道
の
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
先
人
や
震
災
で
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
託
さ
れ

た
郷
土
厚
真
町
の
輝
き
を
取
り
戻

す
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸

と
な
っ
て
立
ち
上
が
り
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
ご
遺
族
を
代
表
し
て
、

ご
両
親
を
亡
く
さ
れ
た
早
坂
信
一

さ
ん
（
54
歳
）
が
多
く
の
支
援
に

感
謝
を
述
べ
「
突
然
、
家
族
や
友

人
を
失
っ
た
事
実
を
、
そ
う
簡
単

に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
亡
く
な
っ
た
人

は
泣
い
て
ば
か
り
い
る
姿
を
望
ま

な
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く

日
常
が
戻
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
献
花
し
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
を
悼
む
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い

ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
「
歌
の
調
べ

（
追
悼
・
明
日
へ
の
誓
い
）」
で

は
、
町
出
身
の
歌
手
小
寺
聖
夏
さ

ん
と
札
幌
市
出
身
の
歌
手
半
﨑
美

子
さ
ん
が
追
悼
の
思
い
と
復
興
へ

の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

小寺 聖夏さん
発災後多くの町民から話を聞き作
詞作曲した復興ソング「羽」など
２曲を、ふるさとの復興への思い
を込めて歌い上げました。

参列者一人ひとりが祭壇に白菊を手向けま
した。

半﨑 美子さん
今年５月に行われた町内イベント
の参加がきっかけで出演。「稲穂」
や「明日を拓こう」など４曲を披露。

令
和
元
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町

～
英
語
科
の
場
合
～

英語活動・英語科

コミュニケーション科（※1）

英語で伝え合う
英語の基礎の充実

英語にふれる
素地の学び

英語に慣れる
素地の育成

自
己
紹
介

中
学
交
流

他
校
交
流

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ト
ラ
イ
ア
ル

英語をつかう
素地から基礎へ

英語活動

英語科

英語科

英語活動

英語の素地を学ぶ

小
学
１
年
～
２
年

小
学
３
年
～
４
年

小
学
５
年
～
６
年

中
学
１
年
～
３
年

学んだ英語を活用する
コミュニケーション科
が始まる

英語科が始まり英語の読み
や書きを学び、英語の素
地を英語の基礎につなぐ

小学校で学んだ英語
を素地として、学び
を深める。学んだ英
語を使うコミュニケー
ション科での発表や
やりとりを通し、英
語が使えることを実
感させるとともに学
びの充実を図る

厚真町小中一貫教育
推 進 委 員 会 委 員 長

上厚真小学校校長
井内 宏磨 先生

学
校
と
い
う
垣
根
を

越
え
て
の
取
り
組
み

９
年
間
の
学
び
の
イ
メ
ー
ジ

（※1）コミュニケーショ
ン科では、小中一貫教
育の特設教科で、英語
活動や英語科で学んだ
ことを英語を使ってさ
まざまな場面でＡＬＴ
などとやりとりを行う
ことで、英語運用能力
を高めます。

（※2）ＡＰＲとは、「あ
つまＰＲプロジェクト
学習」の略で、それぞれ
の学年までに学んだ英
語を使って、ＡＬＴな
どへ自分や厚真のこと
を紹介するなど、英語
を活用した総合的な学
習です。

Ａ
Ｐ
Ｒ（
※
２
）
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